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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】サージアブソーバの良否を簡便にチェックする
ことができるサージアブソーバのチェック装置を提供す
る。
【解決手段】手動のスイッチＳＷを介して直流電圧を供
給するコイル素子Ｌと、コイル素子Ｌに並列接続するネ
オン管Ｎと、コイル素子Ｌの両端から引き出し、チェッ
ク対象のサージアブソーバＺを接続する正負のチェック
端子Ｔ１ 、Ｔ２ とを組み合わせることを特徴とするチ
ェック装置である。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　手動のスイッチと、該スイッチを介して直流電圧を供給するコイル素子と、該コイル素
子に並列接続するネオン管と、前記コイル素子の両端から引き出し、チェック対象のサー
ジアブソーバを接続する正負のチェック端子とを備えてなるサージアブソーバのチェック
装置。
【請求項２】
　前記スイッチは、自動復帰形の接点式の押しボタンスイッチとすることを特徴とする請
求項１記載のサージアブソーバのチェック装置。
【請求項３】
　電源電圧を表示する電源ランプを付設することを特徴とする請求項１または請求項２記
載のサージアブソーバのチェック装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この考案は、サージアブソーバ単体の他、サージアブソーバ組込形のブースタケーブル
などにも使用可能なサージアブソーバのチェック装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車に搭載するバッテリの性能が低下すると、エンジンを起動させるためにブースタ
ケーブルを使用するが、ブースタケーブルをバッテリに接続する際、バッテリから取り外
す際に発生するサージ電圧から電装品を有効に保護するために、サージアブソーバ組込形
のブースタケーブルが提案されている（特許文献１）。サージアブソーバ組込形のブース
タケーブルは、正極用の主ケーブルの一端に付設する主クリップにサージアブソーバを組
み込み、補助クリップ付きの補助ケーブルを介してバッテリにサージアブソーバを並列接
続することにより、主ケーブルの接続、取外しの際のサージ電圧をサージアブソーバによ
って吸収し、自動車に搭載する電装品を保護することができる。
【特許文献１】特開２００８－３０６０３号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　かかる従来技術によるときは、ブースタケーブルに組み込まれているサージアブソーバ
が正常であるか否かを事前に確認することができないため、一抹の不安があるという問題
があった。ブースタケーブル内のサージアブソーバが正常に作動しないと、自動車に搭載
している高価な電装品を損傷させるおそれがあるからである。
【０００４】
　そこで、この考案の目的は、かかる従来技術の問題に鑑み、手動のスイッチを介して給
電するコイル素子と、ネオン管とを組み合わせることによって、サージアブソーバの良否
を簡便にチェックすることができるサージアブソーバのチェック装置を提供することにあ
る。ただし、ここでいうサージアブソーバとは、サージアブソーバ単体の他、サージアブ
ソーバ組込形のブースタケーブルなどのように、サージアブソーバが組み込まれている製
品内のサージアブソーバを含み、バリスタや、直列接続されたコンデンサ、抵抗などのよ
うに、任意の形式のサージアブソーバを含むものとする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　かかる目的を達成するためのこの考案の構成は、手動のスイッチと、スイッチを介して
直流電圧を供給するコイル素子と、コイル素子に並列接続するネオン管と、コイル素子の
両端から引き出し、チェック対象のサージアブソーバを接続する正負のチェック端子とを
備えることをその要旨とする。
【０００６】
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　なお、スイッチは、自動復帰形の接点式の押しボタンスイッチとしてもよく、電源電圧
を表示する電源ランプを付設してもよい。
【考案の効果】
【０００７】
　かかる考案の構成によるときは、コイル素子は、スイッチを閉じて直流電圧を供給し、
一定の直流電流を通電しながらスイッチを開くことにより、両端に大きなチェック用のサ
ージ電圧を発生し、チェック端子が開放の状態では、サージ電圧によってネオン管が点灯
する。一方、チェック端子に接続するチェック対象のサージアブソーバが正常であれば、
サージアブソーバによってサージ電圧が吸収されるため、スイッチを開閉しても、ネオン
管が点灯することがない。そこで、チェック端子にサージアブソーバを接続しない状態で
、スイッチの開閉によりネオン管が点灯することを確認し、つづいて、チェック端子にサ
ージアブソーバを接続し、スイッチを開閉してもネオン管が点灯しないことを確認するこ
とにより、チェック対象のサージアブソーバが正常であることを簡単に、しかも確実に確
認することができる。
【０００８】
　スイッチは、自動復帰形の接点式の押しボタンスイッチとすることにより、コイル素子
に通電中の直流電流を一定の遮断速度で切断し、コイル素子の両端に常にほぼ一定のチェ
ック用のサージ電圧を発生させることができる。
【０００９】
　電源ランプは、コイル素子に給電する直流電圧用の電源電圧を表示することにより、準
備動作の完了を表示することができる。なお、電源ランプは、電源電圧によって点灯する
発光ダイオードを使用すればよい。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を以って考案の実施の形態を説明する。
【００１１】
　サージアブソーバのチェック装置１０は、手動のスイッチＳＷ、コイル素子Ｌ、ネオン
管Ｎをケース１１に一体に収納してなる（図１、図２）。
【００１２】
　チェック装置１０は、電源ケーブルＣＡの先端の２極のシガーライタ用のジャックＣＪ
を介して、図示しない電源電圧Ｖ＝ＤＣ１２Ｖの電源に接続する。なお、電源は、たとえ
ば１２Ｖ用のバッテリの充電器であってもよく、１２Ｖ用のバッテリそのものであっても
よい。電源ケーブルＣＡの基端側は、２極のジャックＪを介してチェック装置１０に着脱
自在に接続されている。
【００１３】
　チェック装置１０の内部において、ジャックＪの正極（＋）側、負極（－）側の各電極
の間には、抵抗Ｒ、発光ダイオードＬＤの直列回路が接続されている。また、ジャックＪ
の正極（＋）側の電極は、手動のスイッチＳＷを介して正側のチェック端子Ｔ1 に接続さ
れており、ジャックＪの負極（－）側の電極は、負側のチェック端子Ｔ2 に直結されてい
る。また、チェック端子Ｔ1 、Ｔ2 の間には、コイル素子Ｌ、ネオン管Ｎが並列接続され
ている。すなわち、正負のチェック端子Ｔ1 、Ｔ2 は、コイル素子Ｌの両端から引き出さ
れている。
【００１４】
　発光ダイオードＬＤ、ネオン管Ｎは、ケース１１の正面上部に配置され、チェック端子
Ｔ1 、Ｔ2 は、ケース１１の両側端面上部に横向きに配置されている。また、スイッチＳ
Ｗは、ケース１１の片側の側端面中間部に配置されている。ただし、スイッチＳＷは、自
動復帰形のメカニカル接点式の押しボタンスイッチである。
【００１５】
　かかるチェック装置１０の作動は、次のとおりである。
【００１６】
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　まず、正負のチェック端子Ｔ1 、Ｔ2 に何も接続せずに、すなわちチェック端子Ｔ1 、
Ｔ2 を開放のまま、電源ケーブルＣＡ、ジャックＪを介して電源電圧Ｖ＝ＤＣ１２Ｖを供
給すると、発光ダイオードＬＤが発光して点灯する。すなわち、発光ダイオードＬＤは、
電源電圧Ｖを表示する電源ランプとなっている。
【００１７】
　つづいて、スイッチＳＷを押し操作して閉じると、電源電圧Ｖに相当する直流電圧がコ
イル素子Ｌに供給され、コイル素子Ｌに一定の直流電流Ｉ＝Ｖ／Ｒa を通電させることが
できる。ただし、Ｒa は、コイル素子Ｌの直流抵抗である。そこで、スイッチＳＷを開け
ば、直流電流Ｉが遮断されることにより、コイル素子Ｌの両端に大きなチェック用のサー
ジ電圧を発生させることができる（図３）。なお、図３のサージ電圧は、コイル素子Ｌの
インダクタンスＬa ＝３．３Ｈ、直流抵抗Ｒa ＝４００Ωの場合の実測例であり、波高値
２３０Ｖ超が得られている。そこで、このような高圧のサージ電圧が発生すると、それに
呼応してネオン管Ｎが点灯し、チェック装置１０自体の正常動作を確認することができる
。
【００１８】
　次に、チェック対象のサージアブソーバＺをチェック端子Ｔ1 、Ｔ2 に接続し、スイッ
チＳＷを再度閉じて開放する。このとき、サージアブソーバＺが正常であれば、コイル素
子Ｌに発生するサージ電圧がサージアブソーバＺに吸収されるため、ネオン管Ｎが点灯し
ない。逆に、サージアブソーバＺが不良であれば、ネオン管Ｎが点灯する。すなわち、ネ
オン管Ｎが点灯するか否かにより、サージアブソーバＺの良否を確認することができる。
ただし、図２において、チェック端子Ｔ1 、Ｔ2 に接続するサージアブソーバＺは、サー
ジアブソーバ組込形のブースタケーブルのような製品Ｐ内の部品として図示されているが
、これに代えて、サージアブソーバＺの単体であってもよい。
【００１９】
　以上の説明において、電源電圧Ｖは、ＤＣ１２Ｖに代えて、ＤＣ６Ｖ、ＤＣ２４Ｖなど
であってもよい。また、電源電圧Ｖを供給するためのジャックＣＪ、Ｊ付きの電源ケーブ
ルＣＡは、所定の電源に接続することができる限り、他の任意の接続形態に変更すること
ができる。なお、商用電源を入力し、必要な直流の電源電圧Ｖを作る電源回路をケース１
１内に一体に収納してもよい。
【００２０】
　また、コイル素子Ｌは、スイッチＳＷの開閉操作により所定のチェック用のサージ電圧
を発生させることができればよく、コイル素子ＬのインダクタンスＬa 、直流抵抗Ｒa は
、実験的に定めればよい。ただし、コイル素子Ｌは、電源電圧Ｖに適合する小形リレーの
鉄心入りコイルを使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】全体構成回路図
【図２】全体構成外形図
【図３】動作線図
【符号の説明】
【００２２】
　Ｖ…電源電圧
　ＳＷ…スイッチ
　Ｌ…コイル素子
　Ｎ…ネオン管
　Ｔ1 、Ｔ2 …チェック端子
　Ｚ…サージアブソーバ

　　　　　　　　　　　　　　実用新案登録出願人　　　アクソンデータマシン株式会社
　　　　　　　　　　　　　　代理人　弁理士　　　　　　　　　　　　松　田　忠　秋
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